



































































































































































 第5章  Pi型地磁気脈動と高緯度における地球電磁気学的諸現象及び静止衛星ATS』1による外
 部磁気圏磁場変動との関連
 P三型脈動の発生は、オーロラのブレイクアップ、電子の流人、¥LFhi郎の発生等を伴っており、
 静止人工衛星の観測によれば磁気圏においても磁場の急激な変化を伴って起っている。この様にPi型
 脈動の発生は磁気圏的規模で起っている。
 第6章検計と討論
 本、論文では、Piの発生機構を検討する為に、先ずPiの構造を明らかにした。この為に今迄試みら
 れなかった、Miss月yzer、Expa13ded、Magnlfirpを使料1して広帯域周波数スペクト,レを求める万
 法を可能にし、磁気録音方式による高緯度及ぴ低緯度でのPl型脈動0)動スペクトラムを求めた。その
 結果、高緯度と低緯度でのPlは夫々異なる構造を有していることが明らかにされた。即ち高緯度での
 Plは
 Pi=Pi1十Pi2十Pi(C)
 低緯度ではPi=Pil+Pi2より成る事が明らかにされ、、是々の緯度効果からPiの発
 生源がオーロラ帯にあることをつきとめた。
 オー・ラ帯におけるPi2の日変化パターンから地ヒのこの領域にpolarizationの遷移領域の荏在
 することを明らかにし・最新の人工衛星の観測結果に基づいて地ヒに相当する磁気湖での1)olarizati∩n
 の遷移に対す'る一つの解釈が試みられた。
 更にオーロラ帯でのPi型脈動に関連した地球電磁学的諸現象と磁気圏磁場変動とを考えることによ
 って、Pi型脈動の発生機構には少くも粒子の加速及び麗磁流体波を作り出すことが必要であり、乙
 の条件を満す可能性のある一つの考え方としてLoss-cone型不安定の機構が考えられる。
5D2
 論文審査結果の要旨
 桜井亨提出の、畜ll文は「Pi型地磁気脈動の汎世界的特性及びその発生機構に関する研究」と題する
 ものて.地球磁場α)短周期変動の一つの種類であるPi型地磁気脈動について自ら宮城県女川及び米
 国アラスカ.カレジにおいて同型の誘導磁力計を用い磁気記録し,周波数解析を行ってその特性を明
 らかにすると共に更に米国の静止衛星ATS上で観測された磁力計の記録並びに高緯度地方で観測
 され祖'1型地磁気脈動の記録を用いてその変化ベクトル。偏向等Pi型地磁気脈動の汎世界的特性を朋
 らかにし,この地磁気脈動か地球磁気圏内で夜側の地球半径の10倍位の所にその発生源のあること
 を初めて明らかにしたものである。
 著者は,先づ宮城県女川及び米国アラスカ.カレジにおいて自ら同型の誘導磁力、汁を用いてPi型地
 磁気脈動を磁気記録し.その周波数解析を行なった。この結果1Pj型地磁気脈動は勿論po]ar
 substormに伴うものであるがdynamicspectrumの解析の結果,この種地磁気脈動は基本的には
 高緯度地帯ではpi1一トpi2一トpi(c)の三種の構造を有し,低緯度地帯では,plhpi2の二種の構造を有
 している。Pi(c)は高緯度地帯のせまい領域に限定されておりコオーロラ粒子のオーロラ領域への
 役人にもとづくものであると考えた。
 著κの特に注目すべき成果は,この地磁気脈動のpi2成分即ち長1・1・1期変化分(約100秒～150秒
 潤期)について高緯度地帯のカレジ及びポィントバ・コーの2箇所の記録を基礎にその変化のベクト
 ルの廻転方向即らpo]arizationを求めると,カレジにおいては夜中22～231附近を中心として、そ
 れ以前は反時計廻りで朝方では時計廻りになっている廓、然るにポイントパローではこのベクトル
 の廻転方向は不明瞭か或は時計廻りである。この特性は,著者が初めて明らかにしたもので,著者
 は更に米国の静止衛星ATSLでの地磁気観測糸Ill果をも考慮して,p12のpolar柁ationの遷移領
 域は磁気緯度6・L7。(college)と68,6。(PointBarrow)の間にあり,且つこの場所は,磁気
 圏内の夜伽の地球半径の約10倍位の所に投影し得ることからpi2の発生機構の近因は地球磁気圏内
 のこの領域にあることを明らかにし,且つ磁気圏尾部から磁気圏内部へのプラズマのconvectlon
 を考えることによって解釈されることを明らかにした。
 以⊥1著者は1pi2型地磁気脈動の種々の特性を明らかにし1特にそのベクトルのpolarization
 σ)地方的特性を明らかにし,その発生機構は地球磁気圏内に存在することを明らかにした。
 著者のこの研究は,地球磁気学の発展に寄与した弔を認める。よって桜井亨提出の論文は理学博
 士の学位論文として合格と認める。
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